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協働事業名 
野々市協働型子育て環境整備のための「つばき保育園」ランチルー

ム活用事業 

事業年度と提案タイプ 平成２６年度 市民提案型 

解決を目指す課題 

保育園のランチルームを活用し、相談、講座運営、交流の事業を行

い、出産前から就園までの親を支援する。行政、助産師、看護師、

保育士が協力しながら、『妊娠中』『出産後』『就園前』の子育て

世代を“相談・講座・交流”の３つの柱でサポートする。新しい子

育て支援のスタイルで実施。地域に根付いた保育園という場所で行

うことで、就園前からの地域との繋がりをつくることも目的のひと

つ。子育中に孤立したり、不安を抱える親が少しでも減り、より子

育てのしやすい野々市市にする事を目指す。 

協働のポイント 

現在は行政、保育園や子育て支援センター（地域）、利用者が繋

がっておらず、妊娠期〜就園以降の支援への対応がうまく出来てい

ない点が多い。その隙間を埋めるような『行政・地域・人』を繋い

だり、子育て世代の声を届けるための仕組みをつくる。 

団体名称 子育て支援団体☆Mady’s  Land☆（までぃーず・らんど） 

団体の紹介 

子育て世代の身近にいる “助産師、看護師、保育士”が行政や地域に親の思

いを伝え、一緒に問題解決の方法を探すなど、核家族が増える野々市市でより

安心して子育てが出来るように、地域との繋がりや切れ目のない支援のあり方

を考えて講座等を実施している。 

行政担当課 健康推進課 

活動の紹介（事業概要） 
 

・野々市市ではライフスタイルの変化によって核家族化が進み、また

人口増加による都市化は人間関係を希薄化させました。知らない土地

に転居し、親や地域に頼るべき存在のいない状況は、大きな不安を抱

えることになります。そして現状行われている公的な支援ではきめ細

やかなサービスが行われているとは言い難い状況です。 

 

・そこで私たちは、市民目線で新しい解決策に取り組もうと考えてい

ます。その対象として妊婦さんから 2 歳ぐらいまでの子育て世代の

支援を地域と共に解決できるよう考えています。 

 

・”つばき保育園”のランチルームを午前の空いている時間を利用

し、相談事業と講座運営事業、交流事業の３つの柱を軸に出産前〜就

園までの親の支援を目指します。 

 

・私たちが最も重視しているのは“場”の提供です。気軽に寄って、

気軽に話し、仲間をつくって相談や情報交換できることが、育児にお

いてとても必要だと考えています。 

  

・平成２６年度に採択された事業は、つばき保育     

園の協力のもと、平成２７年度には石川県の『ワンラン

ク上のマイ保育園推進事業』として継続しています。 

 

・現在は野々市市の保健師や栄養士とも、定期的に講座

等の報告や相談を行っており、今後も行政との連携を大

切にしていきたいです。 

 

 

 


